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　明るい社会はどんな社会だろう
岐阜・伊藤　大貴
　「明るい社会」とは、どんな社会のことを言うのだろう。みんなが安心して生活できる社会、戦争のない平和な社会、貧困で苦しむことがない社会、いじめのない社会。いろいろ思い浮かぶが、「明るい社会」とは僕たちにとって最も身近で、何気ない毎日の生活の中から創り出されるものなのではないかと思う。
　最近も、テレビからはテロで何百人もの命が亡くなったというニュースが流れ、新聞には、特別養護老人ホームで介護職員が入所者であるお年寄りに暴行したという記事が載っていた。毎日のように窃盗や暴行、収賄、虐待といった事件が起こり、何も起こらない日がないかのように感じる。
それと同時に、犯罪の話を聞いても僕には関係ないことだ、遠くのことだと考える僕もいる。これは「平和ぼけ」なのか、「明るい社会」につかりきっているからなのだろうか。人間の欲と差別、偏見によって起こる様々な犯罪は、本当に僕と関係ないことなのだろうか。
　テレビから「先日、ビルから飛び降り死亡した女子中学生について、警察はいじめ等の因果関係も踏まえ捜査を開始しました。」と聞こえてきた。
このニュースに、僕はどきっとした。僕は、小学校のときに嫌なことを言われて、苦しんだ経験がある。最初は、なぜ僕が発表するとみんなが笑うのか分からなかった。でも、しばらくすると僕が発表して座ろうとすると、ぼそぼそっと何か言う子が出てきて、僕のことを言っているのだと分かった。隣りの席の子に何を言っているのか聞くと、僕の外見をおもしろがって言っているのだと分かり、ものすごく嫌な気持ちになった。それからは、教室にいるのも、学校に行くのも嫌になった。でも、家でそのことを話すと家族は心配するだろうと思うと、なかなか言えなかった。そんなとき、毎朝スクールボランティアとして分団について一緒に歩いてくださっていた更生保護女性会の方が、僕の祖母に「最近、大貴くん、元気ないね。何か学校であったんじゃないの。」と聞いてくださった。僕が登校中、あまりしゃべらなくなったことを気にしてくださったのだ。このことがきっかけになり、僕は学校で悲しい思いをしていることを家族に打ち明けることができた。すぐに全てが解決されたわけではなかったが、僕のことを心配してくれる人が家族以外にもいることが分かり、うれしかった。
　また、中学生になり、仲間について考える出来事もあった。いじめようという思いはなくても、一部でおもしろがるような言葉を言うことは、既にいじめにつながっている。相手が嫌だと思えば、もういじめになる。僕は、被害者にもなり得るし、加害者にもなり得ることを痛感した。人間の欲と差別、偏見によって起こる様々な犯罪は、僕の身近であったのだ。学校も楽しくはなく、もやもやした気分で過ごしていた。そんなときに、声をかけてくださった更生保護女性会の方にあたたかい言葉「大貴さんの頑張っていることは分かるよ。」自分に自信がなくなり、もうどうでもいいやと投げやりになっていたときに予想もしないところで声をかけてもらい、胸が熱くなった。そして、心強く思った。
　家族以外に僕を心配し、気にかけてくださった更生保護女性会の方々は、女性の立場から、地域における犯罪予防の活動や子どもたちの健全育成のための子育て支援活動などを行うボランティア団体なのだそうだ。僕の住んでいる地域では定期的に、小学校の校門や中高生が利用する駅前で紫色のはっぴを着て僕たちの登校を見守っていてくださる。「おはよう」と挨拶をし、「大きくなったねえ」などと声をかけてくださっている。
　そして、僕たちの生活を見守ってくださっている人は、この更生保護女性会の方以外にも大勢いる。スクールボランティアの方、安全パトロールの方、保護司の方。みんな明るく挨拶をしてくださったり、楽しい話をしてくださったりする。「行ってらっしゃい。」と見送ってくださり、「お帰り」と迎えてくださる。まるで、地域全体が一つの家族のようなものになっている。僕は、この温かい人たちに支えてもらいながら生活している。
「明るい社会」は、何か特別な大きなものではなく、この温かな心の通い合いこそが大切で、その積み重ねが「明るい社会」につながっていくのだと思う。まるで本当の家族のように互いを思いやり、声をかけ合う温かい地域が増えれば、悲しい犯罪は防ぐことができるはずだ。笑顔のあふれる地域、挨拶の飛び交う地域こそが「明るい社会」を創っていく。僕は、これからもこの明るくて楽しい毎日に感謝して、学校生活を送っていきたい。そして、いつか僕も「明るい社会」づくりに貢献できる人になりたい。
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